　　　　　　　　　　海外登山調査用紙　　　　記入者名　　近藤和美　　　
	１ 登山隊名
	　日本勤労者山岳連盟ガッシャー

ブルム１峰/２峰登山隊2003
	２ 派遣団体
	日本勤労者山岳連盟

	３　山域・山名
（高度・ルート）
	 パキスタン･カラコルム、ガッシャーブルム２峰(8035ｍ)南西稜～東稜

　（次のＧ１調査用紙も合わせて読んでください）

	４

隊員氏
名
	氏　　名
	年齢
	任務
	　　　　住　　　所
	　　電話

	
	近藤 和美
	61
	隊 長 
	
	

	
	上野 幸人
	49
	副隊長
	
	

	
	橋本　久
	50
	医 療
	
	

	
	大神田伊曽美
	59
	食 料
	
	

	
	飯塚 公知
	24
	
	
	

	５　期間
	2003年6月20日（先発隊は15日発）～8月15日（Ｇ２のみに参加の橋本らの日程）

	６　目的
	各自の力に応じたやり方で8000ｍ峰に登る。近藤､上野､飯塚はＧ1への連続登頂を目指す

	７　結果
	８月１日に橋本､飯塚､上野､近藤の４人と高所ポーター(HAP)のティカ､サルワールの２人が無酸素登頂

	 ８　行動日程（アプローチ～登山(踏査)～帰路）…日程順に主な通過地名、交通手段の記載
 ６/15 近藤､飯塚の先発隊ＲＡ便で出発。準備活動のため先ずカトマンズへ。HAPとしてパキスタンへ伴うティカと合流　19 先発隊３人ＢＧ便でネパール出国。ダッカ乗り継ぎでカラチへ　20 カラチでＰＫ国内便に乗り換えて早朝イスラマバードへ。同夜､後発の橋本､大神田が直航便で到着　24 夕刻イスラマバードをチャーターバスで隊荷と共に出発　25 一昼夜の連続走行で夕刻スカルド着。前年スパンティークで遭難し遺体が山上に残されている宇都宮労山遺体収容隊に加わっていた上野と合流　27 ジープでアスコーレへ　28 キャラバン開始。ジョラまで　29 パイユへ　30 慣例どおり休養　７/１ウルドカスへ　２ ゴロ２へ　３ シャガリーンへ　４ 南ガッシャーブルム氷河出合到着。ＢＣ建設　７ 登山活動開始。Ｃ１往復を目指すが届かず5800ｍまで　９ Ｃ１に上がる　10  前夕からの降雪は朝にはやみ快晴になるが雪崩を警戒して停滞　11 Ｃ２まで往復後ＢＣへ　14 Ｃ１へ　15 Ｃ２へ　16 我が隊の最終キャンプ(Ｃ３)地に予定していた7400ｍ地点往復を目指すが､多くの隊がＣ３に定めている6950ｍ地点に達した辺りで天候悪化し、翌日の再挙を念頭にＣ２に引き返す　17 天候回復せず諦めてＢＣへ　20 Ｃ１へ　21　Ｃ２へ　22 Ｃ３地点往復(大神田は7300ｍまで)後､Ｃ１まで下る（この日Ｇ１のみを目指す香取がＢＣ入り）　23 ＢＣへ　24～26 頂上攻撃前の休養　27 日本人５人はＢＣを発つが､サルワールは高所食が口に合い難く､少しでも長くコックの作るパキスタン食を食べるために1日遅れでＢＣを発つことになり､南Ｇ氷河の単独行動は危険なのでティカも同一行動をとることになる。Ｃ1到着後､午後から降雪　28  降雪続き停滞。HAP２人は一気にＣ２まで上がるべく登って来たが､隊員が停滞しているのでＣ１泊まり　29 昼前には降雪やむが停滞。サルワールは再度ＢＣに下ることになりティカも同行。７月半ばまではＧ１を目指す隊も含めて賑わっていたＣ１も多くの隊が下山し、残っている隊も一旦ＢＣに下ったので今Ｃ１にいるのは我々のみ　30 快晴となりＣ２へ(大神田はアタックを断念して約6250ｍ地点から引き返し､以後Ｃ１にとどまる)。昨日ＢＣに下ったばかりのHAP２人は再度ＢＣを発って、一気にＣ２に


	入る　31 Ｃ３へ。前日同様、他隊の姿はない　８/１ 快晴が続く中､午前２時15分４隊員と２HAPの６人Ｃ３発(全員無酸素)。最速の橋本が８時半に登頂。以後サルワール､飯塚､ティカ(近藤と同行していたので遅れたが途中から先行させる)も９時45分までに登頂。近藤と上野は大幅に遅れたが好天にも助けられて粘り強く登高を続け､12時35分に一緒に登頂を果たす(7950ｍ地点の露岩帯で待機していたサルワールが再度頂上まで同行してくれた)。橋本は一部の荷下げ品を持ってこの日のうちにＣ２まで下り､他はＣ３まで　２ Ｃ３を撤収して下山開始。大神田使用予定で荷揚げしてあった酸素２本を含め荷下げ品は多かったが、橋本がＣ２から7000ｍまで再度登り返して荷下げを分担。Ｃ２も撤収し､Ｇ１に向けた高度順応をこちら側でやっていた香取と共に大神田の待つＣ１へ。橋本､飯塚､香取､ティカ､サルワールはこの日のうちにＢＣまで下り､近藤､上野､大神田はＣ１泊まり　３ 快晴が４日間続いた天候もついに崩れた中を３人はＢＣへの下山開始(この後のＧ１登山のためＣ１撤収は不要)。新雪のラッセルと視界絶不良の中､ヒドンクレバスへの警戒で難渋し(上野が終始奮闘)､予想外の時間を費やす。HAPを無線で呼び出して応援に来させてＢＣに帰着。Ｇ２登山を終了する　６ ３日間悪天候が続いたが､この日回復した中､橋本と大神田がＢＣを離れ、アスコーレに戻る往路ルートを４日間でスカルドまで下る強行軍の途につく。他は次のＧ１登山に備えてＢＣで休養。

《以後、橋本らの行動を記す》

９ 好天は２日間だけで８日から再び天候が崩れた中、この日スカルド着　11 この日空路でイスラマバードに飛ぶ予定であったが､天候不良で運航中止となり､陸路に切り替えてこの日はチラスまで　12 イスラマバードに帰着　14 橋本出国（大神田は以後独自行動をとる）　15 橋本帰国

	９　キャンプ配置（ＢＣ、高所キャンプの高度と初到達日／初宿泊日を記載）
ＢＣ＝5200ｍ(アブルッツィ氷河に南ガッシャーブルム氷河が出合う所。モレーン上)７月４日

Ｃ１(ＡＢＣ)＝5950ｍ（南ガッシャーブルム氷河内院）７月９日／最初の宿泊日も同日

Ｃ２＝6550ｍ（南西稜上、バナナリッジを越えた所）７月11日／７月15日

Ｃ３＝7400ｍ（頂上三角岩壁左端基部）７月22日／７月31日

※多くの隊は6950ｍにＣ３を設け、7400ｍ地点をＣ４にしていた
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	ＢＣを置いているモレーンからすぐ氷河に下りて南ガッシャーブルム氷河に入って行く。Ｇ１とＧ２の共通のＣ１(ＡＢＣ)を置く氷河内院までは平均傾斜が緩い距離の長い区間である。中間部5500ｍ前後は緩傾斜なプラトー状で比較的クレバスは少ないが、そこまでとそこから先は非常にクレバスやセラックが多い区間となるので､単独行動は非常に危険。必ず２人以上で組んでアンザイレンして行動した。Ｃ1からＧ２南西稜取付きまで平坦な氷河内院を進み、稜末端部を左に少し回り込んだ所から稜に突き上げる雪壁（７月下旬からは最上部は氷壁になった）に取付くが､ここから固定ロープが始まる。稜上に出てしばし雪稜をたどると稜の形態は消え、オーバーハングした氷壁の基部に沿って右へ回り込み、傾斜50度程度の氷雪壁を登るようになる（ここも後半は氷化の度合が大きくなった）。登りきると痩せた雪稜上に飛び出す。この急な稜を登りつめると一旦平坦な痩せ尾根上に飛び出す。左へカーブする短い雪稜をたどると最後はやや急になり（新雪が積もった後にはここはかなり厄介な箇所になった）、頂の狭い小ピーク上に飛び出す。ここから約30ｍの下りとなりコルからは除々に尾根が広がって（ピークからこの辺りまでをバナナリッジと呼ぶのだろうか）雪壁
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	になる。ここを登りきると間もなく一帯の傾斜が落ちたＣ２地に着く。Ｃ２からしばしは雪稜だが、すぐ上部に広がる大雪壁の末端部が懸垂氷河状に切れ落ちている難場にぶつかる。わずかに左へトラバースして最も傾斜の緩い（それでも60度以上ある）部分を突破する。大雪壁は平均45度、何カ所かは氷層が露出した､より急傾斜なピッチがある。ひたすらこの雪壁を登りつめ、右に折れる雪稜に出てしばしで南西稜が大きく傾斜を緩めた小広い地形のキャンプ地（6950ｍ）に出る。多くの隊がＣ３を設けているが我が隊はここは素通り。上部は再び雪壁になるが、長く単調な登りである。7250ｍ前後からは風当たりの関係からかガラ場の露出が目立つようになって登りにくくなり、高度も上がってきた中、忍耐を必要とする。最後に短いが急な雪壁を登りきると傾斜の落ちた右上がりの斜面に出る。Ｃ２前後と6950ｍ前後のわずかな部分を除いてずっと張られていた固定ロープもここで終わる（総延長は2000ｍ余）。しばしで頂上三角岩壁左端基部の最終キャンプ地に着く。Ｃ３からは南西稜を離れ､三角岩壁基部に沿って雪壁上端部を右斜上して東稜側を目指す。技術的には易しく夜間登攀でも問題ないが、クレバスには要注意。東稜間近に達した所で稜の左側に伸び上がる雪壁の直上に移る。上部は狭まってクーロワール状になっており、抜け出た所は小さなコルになっている（約7700ｍ）。ここからは中パ国境をなす東稜をたどることになるが、地形的には稜というより幅広の雪壁を登ることになる。見上げると急に見えるが、実際は40度程度とさほど急ではない。ただそれだけにラッセルを強いられ、8000ｍ間近になって苦しい所だ。幅広雪壁の最後は若干急となり、登りきると突然ナイフエッジの雪稜上に飛び出す（残置ロープあり）。約8000ｍ地点で、この痩せ尾根を左へ100ｍ余たどると数ｍ四方の雪の平坦地状を呈したＧ２の絶頂に着く。

	
	
	アプローチと帰路については｢行動日程｣および｢山域別による特記事項｣欄を参照してください。

	特記事項

	労山隊は前年、G２の許可を得ていたが、HAJ・G１隊から遭難救助要請を受け、その活動に従事した結果、遭難者は救助できたが、自らの登山は中止せざるを得なかった。そこで許可権の今年への移行を当局と折衝したが、当初は不認可。だがその後、従来仕事上は労山隊と接点がなかったナジール・サビール氏から適切な助言・助力を授かり、許可の移行が認められたのは幸いであった。

ルート上の固定ロープは最初に入山した韓国隊によって設置されており（入山前に電子メールで使用了解を得ていた）､我々は一部を補強したり傷んだ箇所を補修するにとどまった。

我が隊は6950ｍ（通常のC３地点）にキャンプを設けず､アタック前日も一気に850ｍ登って最終キャンプに入ったが、自ら決めたことながらこれは（特に近藤や大神田のような高齢隊員には）少々きつかった。登山所要日数が延びるが、前進キャンプを４つにした方が楽なことは確かである。

　近藤は61歳252日での登頂で（７座目）、自己の持つ8000ｍ峰無酸素登頂日本最高齢記録を３歳更新。記録水準を60代に突入させたが、世界でも５位以内の高齢記録のようである。
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	　今回は７月の天候がかなりよく（特に10日から26日までは短く崩れることはあったが、おおむね晴天）､代って８月は悪かった。近藤の過去２回のバルトロ遠征時と比べると正反対であった。といっても７月が全く毎日、終日晴れていたというわけではなく､崩れた時には上部での行動はできない。気象の推移を見定めて行動することが求められた｡我々は頂上攻撃時にうまく好天期間を捉えられて登頂に結び付けられた。幸運もあったが、悪天期に入って他隊がみな一旦ＢＣに下りてしまった時にもＣ１に待機していたことが次の好天周期を逃さないことにつながった。

前年同様､衛星電話を持ち込んで気象情報を得ていた隊は少なくなかったが僻地高峰の予報はまだまだ難しいようで今年も的中率は低く､それに頼って結局登頂適機を逃した隊も目立った。

我々が登頂した翌８月２日に登頂した隊が今季の最後。翌３日からは８月６～７日に晴れたのみで22日まで晴天は訪れなかった。23～25日は晴れたが、その後また崩れたということである。

	高度順応の成否(酸素、薬剤などを使用した場合はその概要､ほか)　　

酸素は睡眠用を含めて使用せず。唯一大神田のみ最終キャンプ以上で睡眠用および行動用を使うことにしていたので、Ｃ３に２本のボトルを荷揚げしたが、大神田が本アタックを断念したため使用せず、荷下げした。　　　　　　医療用利尿剤としてのラシックスは準備したが､高山病予防目的のダイアモックスはいつもどおり用意せず。　　　　海外登山そのものが初めての飯塚も基本どおりの順応行動の結果、全く問題なく、旺盛な食欲を発揮。荷揚げにも橋本に次いで奮闘した。なお､ガモフバッグを持参していたが出番はなかった。

	12． 山域別による特記事項（例…飛行機により下山の場合、馬・ラバなど使用の場合の状況）

登山界ではＧ２は易しいという評価がしばしばなされる。我々もそんなものかと思っていたのだが、実際は決してそんな生易しくはなく、チョーオユーやシシャパンマとは格違いの山であった。

スカルドからシガールまで快適な舗装道路となった。近い将来､ダッスーまで延びるという話である。

往路キャラバンルート上のジョラ､パイユ､ウルドカスではＭＧＰＯ(山と氷河保護機構)なる団体よってテント場の整地､水道､トイレ､シャワー､太陽光発電による照明などの設置などキャンプ地の整備が進められている。テントの大きさ､数に応じたキャンプ代が徴収されるが快適に泊まれる。

	 14　ポーター数　（往路）105人(アスコーレ出発時)、74人(ＢＣ到着時)　　　　（帰路）38人

	 15　ハイポーターについて　（　　　　２人）

	氏　　名
	年齢
	出身地
	到達高度
	評　　　価

	ティカ･ラム･グルン
	２８
	サンクワシャバ

(ネパール)
	頂上
	優秀。ＢＣ休養時には本職のコックの腕を振るって日本食も作ってくれた

	サルワール･カーン
	４６
	フンザ
	頂上
	優秀。老練な高所ポーター

	 16　現地エージェントについて
 　　会社名：  ナジール･サビール･エクスペディションズ    info@nazirsabir.com                                                                   
 　　評　価： パキスタン登山５回目の今回初めて使ったが、良い。一つ一つのサービスの内容･料金が明確で(これは大切)かつ割安。出国前に全ての精算がきっちり終わったのも(本来当たり前のことだが、パキスタンでは無理かと思っていた) よかった。                                                                   

	 17　リエゾンオフィサーについて

	 　　氏　　　　名
	年齢
	所　属
	評　　　価

	ムハマッド・リズワン
	２６
	陸軍大尉
	最悪。もともとやる気がないのに金や物品目当てで任務に応じたことがあからさまな人物。ＢＣに入ってすぐ高山病を理由にスカルドに下山（観光省･軍には内緒｡仮病の疑いもあり）。法外な日当請求をして観光省に大幅減額させられたりした。

	18　総経費
	約６５０万円(Ｇ１も含めた金額)
	 隊員個人の負担額：９7～１１０万円（参加形態などによって相違が出る）

	19　使用地図
	『バルトロ氷河10万分の１』宮森常雄(山岳年鑑1988付録)

『カラコルムの8000ｍ峰』イェジ･ワラ(ポーランド)、ほか

	 20　参考文献
	各隊のレポート類。

	 21　記録発表・関連記事掲載紙誌など
	岩手日報、新潟日報、ドーン(パキスタン)、 ヒマラヤン・タイムズ(ネパール)など
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